　小西真奈美さん出演作品の世界　第二弾
                                                    高野　獨源
　　
　前回、小西真奈美さん出演作品の一部について色々書いたのだが、『ココリコミラクルタイプ』など、まだまだ重要かつ多量の作品について書いていなかったので、早速第二弾として続ける事にした。
　二〇〇八年の『徹子の部屋』と、様々なコマーシャルについても書いてみた。　

　　　　　　　ココリコミラクルタイプ
二〇〇一年四月十一日から二〇〇七年九月二十六日まで放送されたフジテレビの番組で、小西真奈美さんは、開始時から、最後の年の三月二十八日まで出演している。
出演、ココリコ（遠藤章造、田中直樹）、松下由樹、坂井真紀、八嶋智人、品川庄司（品川祐、庄司智春）、リリー・フランキー、ピエール瀧、加藤晴彦、加藤夏希、村上知子、他。　
視聴者からの投稿を元に六、七分のコントに仕立てられたもので、みな迫真の演技で凝縮した作品になっている。投稿数も千を越え（ウィキペディアによると、一一八五）、スペシャルでは長めのドラマも作られ、その分量たるや、すごい数になっている。
ここでは、順不同に、思い出した順に感想を述べていきたいと思う。

番号は投稿ナンバーで、二〇〇二年までが三七四くらいまで。二〇〇三年までが、五五七まで。二〇〇四年が七一〇まで。二〇〇五年が八九〇まで。二〇〇六年が一〇六七まで、小西さんが卒業の二〇〇七年三月二十八日が一一一三までである。

　　　Ｓ子　　八一〇

小西さんが遠藤さんに遊園地で色々と意地悪をする、というか、苛めるのである。この苛め方は、『まさに猟奇的な彼女』でも遺憾なく発揮されている。かわいい時と、苛めている時の差が大きい。

　　　浮気を見逃す女　八〇八

ブリッコの小西さんが、何故か徹底的に浮気に気付かない。積極的に気付かないというべきか。しかし、反応だけ見ていると、確実に気付いているはずだ。八嶋さんは、その反応に却って振り回されてしまう。

　　　メイド喫茶の裏側　八九五

方言バトル系コント。小西さんのメイド姿が完璧すぎ。「ねこだにゃん」がかわいすぎ。お宝映像だ。松下さんのメイドは面白すぎ。タバコをふかしながらの登場だ。小西さんはここでは土佐弁。「ぜったいに許さんぜよ」。松下さんが名古屋弁、坂井さんが大阪弁、加藤さんが青森弁だ。二〇〇六年一月一日放送。　　　　　

　　　旅行代理店の裏側　九八四
本音アドバイス会でのバトル。音楽が優雅なビバルディの春から、激しい夏へと変わって行く。旅行代理店の赤い制服がいい。小西さんも、松下さんも、坂井さんも、加藤さんも美しい。落ち着いて話す小西さんの黒目がちな眼が特徴的。密かにキャバクラで働いている疑惑もありそうな状況。
　　　オタクからの卒業　七四八

小西さんがなんと、鉄道オタクの鉄っちゃん！小西さんが田中さんの耳元でささやく駅のアナウンス。田中さんは逃げ腰だが、相手が小西さんなら、オタクだっていいじゃないか！
　　　奥様は地方出身者　一〇〇一　
これも、方言バトルの一つ。結婚式に集った兄弟姉妹と配偶者達。小西さんは土佐、松下さんは博多、坂井さんは青森、加藤さんは河内。男達は途中でコメントを差し挟むことしかできない。
　　　ニキータ女　一〇〇二

小西さんは授業参観に来ている母親役。そこに松下さんと田中さんのニキータ女が現われる。

　　　合宿免許ラブストーリー　八二七
八嶋君が小西さんと良い感じになるが、一人だけテストで合格せず残留することに……「真奈美ちゃん、海どうする？」「一回行っときます」置いて行かれる八嶋君。これはかなり面白い。「一回行っときます」の表情が良かった。
　　　まさに猟奇的な彼女
かわいいかと思うと急に猟奇的になる小西さん。ついに品川君は小西さんに思い切り平手を喰らう。リズム感とメリハリのある作品。何度見ても良い。ＤＶＤの『恋のしょうゆ味』に収録されている。
　　　女家族に査定される男　五四〇
リリー・フランキーさんが良い味を出している。雑誌のライターをしているという事で何の雑誌かと小西さんがタイトルを聞くが……静かな驚きの表情が最高。
　　　真夜中は別の顔

小西さんの夜の顔、迫力があり過ぎです。はまり過ぎていて、本当にこれが地なのかとさえ錯覚してしまう。もしかしたら、これが最も小西さんのドスの利いた姿としては、最たる作品ではあるまいか。あ、『東京ルールを教える姉』もそういえば凄かった。
ＤＶＤの『恋のとんこつ味』に収録されている。

　　　東京ルールを教える姉　五四二

妹の小西さんに東京の怖さを教える姉、松下さん。それにしても、小西さんの迫力には、参った、参った。
　　　社宅妻　四五九
社宅での一番目下の奥さんと思われた小西さんが、実は……。

「結局わたしの一人勝ち……」人事部長の妻、小西さんが、最後には人事副部長の妻の松下さんや、坂井さんを圧倒する。

　　
　　　二度目の失恋　一〇四一
なんとも言えない読後感…じゃない、視聴後感。静かに食堂で待つ小西さん。そして、ネットの登録を削除して、全てが終わってしまう。不思議な状況だが、こんなこともあるのかも知れない。中世のリュートっぽい音楽が特徴的。
社宅からの卒業　七四七
　小西さんと八嶋さん夫婦、せっかく社宅から卒業できるかと思ったのだが、出るものは叩かれる日本社会の縮図。
　　　　アクション夫婦

小西さんと田中さんの夫婦が戦う。ガラスは割れるわ花瓶は割れるわの乱闘。小西さんの圧勝。小西さん、ちょっと山口智子さんみたいな感じにも見える。映画『ｂｌｕｅ』で見せた表情の印象に近い感じにも見える。時期的に近いのからか。

ＤＶＤの『恋のしお味』に収録されている。

　　　花嫁に贈る言葉　三四六
花嫁（村上さん）に贈る言葉をみんななかなか言う事ができない。笑ってしまうのだ。会場の係の小西さんも言う事ができなかった。　　

ＤＶＤの『恋のしお味』に収録されている。

　　　ミーハー女子高生

小西さんセーラー服で金髪。

ＤＶＤの『恋のしお味』に収録されている。

　　　スローガン先生

小西さん女子高生役でおさげ髪。

ＤＶＤの『恋のしお味』に収録されている。

　　　すぐ泣ける女教師ヒトミ

小西さんはヒトミ（坂井さん）の同僚教師の1人。いじめられているヒトミを見て見ぬふりをする。

ＤＶＤの『恋のしお味』に収録されている。

　　　告白　ウェディングプランナー事件簿　九九〇
　ウェディングドレス姿の小西さんが見られる。なんと、新婦小西さんの側の家族がバイトで家族を演じていた！小西さんの念を押す姿が恐くてカワイイ。その他二つのケース。
　　　デンタルラブ　九七七
歯科の助手の小西さん。歯科医の田中さんと治療中に歯科用語で痴話話をする。結局イチャイチャする二人。治療される品川さんはたまったものではない。音楽は何故か『春』。
　　　研修医キラー　九八一
小西さんは看護師。横目でながめる小西さん。村上さんにいつもしてやられっぱなしだったが…。最後には村上さんにも修羅場が…。
　

　　　自動車教習所の夜　九八三
小西さんは、教習所の生徒役。

　　　ストライクゾーン　九八〇
男の品定めをする女たち。それぞれのストライクゾーンが違う事に気付いた彼女ら、ストライクゾーン徹底検証を始める。大人っぽい、勝気な小西さん。
　　　浮気発覚

二股をかけている加藤晴彦さんの彼女役。
　　　ＣＡウォーズ　九九三
キャビンアテンダントの小西さんが結婚する事になり、松下さんと田中さんがショックを受ける。

　　　オンナの本音と建前　九六九
ワインスクールでの本音と建前。セレブな小西さんと松下さんの本音と建前の激しい戦いが始まる。
ワイングラスを右手に情熱的に語る小西さんに思わず惹き込まれます。音楽が官能的。

　　　手裏剣女　九七〇
これも合コンのネタ。小西さん、坂井さんに手裏剣を飛ばされる。

　　　株価女　八〇六
合コンで小西さんが相手を株の銘柄に喩えてしまう。最後に本命に逃げられる。
　　　十年目の約束　七七二

田中さんと松下さんが主演。他の出演は八嶋さんと坂井さん。十年後に笑顔で戻ってきました。十年前に考えていた形とは違っていたけれど。こういうことはあるかも知れない。さわやかに泣けました。　

　　　言わなかった女　八一一
田中さんと松下さんの話は『十年目の約束』のように、悲しくてシリアスなものが多い気がする。この話は少しシリアスすぎるが。

小西さんは出ていない。
　　　優しすぎる男　八七六

これも田中さんと松下さん。優しすぎる田中さんの真価に気付く。

消せない女　七五七

これもシリアスなもの。坂井さんと庄司さん主演。音楽がバーバーのアダージョで雨音との同調が効果的。「消す」ということと「消せない」ということ。小西さんは出ていない。
　　　揺れる女　八三六

小西さん、八嶋さん、庄司さん。結婚間際に戻ってきた庄司さん。「結婚するの」そう言った小西さんの表情がアップ。深い表情と言うべきか、揺れる心が投影されている。
八嶋さんの立場も気持ちも分かる。辛すぎるだろう。二人の物凄い熱演。息を呑んで見つめてしまう。見ている方も苦しい。そして、最後の意外な展開。もっと良い解決があるのだろうが、そこが「揺れる女」である。

　　　ダ・ヴィンチ・コード男　九七九

彼女の携帯のロックを解除していく田中ダ・ヴィンチ・コード男。小西さんは田中さんと写る写真のみの登場。

　　　携帯の魔力　七七八

男ばっかりのコントかと思っていたら、最後の方で小西さん登場。えーっ！ミニスカートだでよ。しかも、「惚れてますっ」らって。
　　　ОＬメール活用法　七七九

　松下さん、小西さん、村上さん、合コンに行くために、携帯メールで会議を終わらせる。「らじゃー」。

ホントにカメラ機能は必要でしょうか？　七八〇

これには小西さんは出ていない。田中さんが水にドッポーン。
携帯ミッション　七八一

主婦仲間で、松下さんの旦那の浮気を携帯から掴もうと協力したのだが。結果は意外な方向に。小西さん、髪が少し茶色の時期。

ウィニー女度テスト　九七四
情報を漏洩しまくる松下さん。小西さん、坂井さん、村上さんは振り回されたり、気を使ったり。小西さん、「これ、いいから食べて」。
　　　こんなテレビマンは嫌われる　九八二

小西さんはタレントをバカにして、全部ひらがなでセリフを伝える、ＡＤ役。

一八〇秒のさよなら　九七六

村上さんが、田中さんと小西さんの出発を駅で見送る。村上さんは密かに田中さんに想いを寄せていた。これもなかなかジーンと来る話だった。反対の列車が駅に入り、向こう側が見えなくなる。

小西さんひらひらの白いスカート。
一八〇秒のさよなら　九〇九

　松下さんと遠藤さんは職場で相思相愛。小西さんは松下さんの隣の席に座る先輩をからかう後輩社員。遠藤さんに本店に転勤の話が舞い込む。苦しむ松下さんと遠藤さん。結局遠藤さんを送り出す松下さん。
一八〇秒のさよなら　九一八

　卒業を祝っての飲み会。これは小西さんは出ていないが、感動したのでここに記す。八嶋君の坂井さんに寄せる密かな思い。その純粋な想いを実は坂井さんは分かってくれていたのだ。立ち去る八嶋君……。
一八〇秒のさよなら　九二二

　ケーキ職人を目指す小西さん。実はパリに行く話が……。三年付き合っていた品川さんが小西さんのパリ行きを勧める。つらい胸中。カードで結論を出そうと提案するが……小西さんの震える手。実は、パリに行く事になる色しか用意していなかったのだ。これもジーンと来ました。
　　　結婚できない理由　一〇六〇

　札束をばらまく小西さん。品川さんとその娘の想像上でだが。
　最後はなかなか良い話だった。スタジオの小西さん、髪型がショートになっている。
　悪戯な女たち…　九七一
小西さんらが、先輩社員松下さんにいろいろないたずらを仕掛ける。
　　　マネーゲーム男　八七四
パーティー会場の小西さん、ピンクのドレス。
　　　クイズ『愛人は誰だ』　九五九
　社長の怪しい四人の秘書。誰が、社長の愛人か。入念な調査の末、自信を持って望んだ三人の男のアプローチだったのだが……まさかの展開。小西さんも、怪しすぎる。

　　　ブスブームに乗る女

パーティー会場の小西さん、黒のドレスが良く似合っている。
　　　
思い出までもひがむ女

　怪我をした小西さんのお見舞いで、思い出までもひがむ村上さん。思い出の中の小西さん、二重性格っぽい。
　　　
幸子

田中さんの幸子シリーズ。ゆかた姿の小西さん。笑顔がいいです。花火のシーン。
　　　幸子

ＤＶＤの『恋のしょうゆ味』に収録されている幸子。食堂で幸子の向かい、あるいは飲み会の向かい側に小西さんがいる。

　　　ジャイアン

ひどい！遠藤さん。小西さんは物じゃないんだぜ！
　　　遺産相続大奥　五〇四
松下さん、坂井さん、小西さんのバトルが激しい。
　　　ああ法事　六三八

小西さんビール瓶をひねり潰し割る。　

　　　
　　　フライトアテンダントの素顔　八〇七
バスの中での方言バトル。小西さん沖縄弁、松下さん名古屋弁、加藤さん山形弁、坂井さんフランス語。小西さんのミニスカート。

　　　

　　　目に付く男　六二六
電車の中で、目に付く男（田中さん）を嫌がり、松下さんを置いて逃げる小西さん。音楽は『恋は水色』。
　　　思い出を捨てないで　九六四

ふられた加藤さんの女友達、松下さん、小西さん、村上さんら。思い出の品を捨てさせて実は全てもらってしまう狙いが……やがて争奪戦に坂井さんまで参戦。小西さん、珍しくジーンズのスカート。　

一八〇秒のさよなら　九六五

ジーンと来た。同じバイト先で働く、小西さんと加藤さん。小西さんに想いを寄せる加藤さん。加藤さんは就職が決まっていない事を打ち明ける。
「来年まで私……私、楽しみに待ってるから」

小西さんのこのセリフを聞いて、ジーンと来た。八嶋さんもいい味出してる。
方言合コン　一〇四八

小西さんは福島弁、松下さんは、広島弁、坂井さんは京都弁、福田沙紀さんは熊本弁。
ブリる女モモちゃん　一〇五〇

ハワイでのナンパ編。松下さんは完全に泥沼にはまっていく。「方言合コン」と同日（二〇〇六年十一月十五日）放送。
　　　
嫌われる女　モモちゃん　特別編　八五八
合コンにてブリッコ全開のモモちゃん。、「羊がカワイソー」。松下さん、ついにつぶやく。「絶対消す」。
　　
　　　素晴らしき八〇年代　一九八五年　金曜日の妻達へ
『金曜日の妻達へ』をモデルに全員不倫状態。小西さんも八十年代っぽい赤いワンピース。ちょっと『うちの子にかぎって…』（ＴＢＳ一九八四・一九八五年）に出演していた森下愛子さんっぽい気がした。とくに髪型がそつくり。雰囲気も近いかも知れない。
小西さん、Ｓ子っぽい感じ。

ＤＶＤの『恋のとんこつ味』に収録されている。

　オンリーワンな女たち　六五二
　　
これも、合コン。村上さんの目から見た、オンリーワンな女たち。小西さん、ブリッコ過ぎます。
　　　
　　　すぐ泣ける女ヒトミ

坂井さんがヒトミ。華道篇。小西さんはお花の生徒。なかなかの策士なのだが……。

ＤＶＤの『恋のみそ味』に収録されている。

演技派英語教師ナオミ

松下さんがナオミ。小西さん女子高生役。

ＤＶＤの『恋のみそ味』に収録されている。

　　　身をもって学ばせる教師
怖い国語教師、八嶋さん。小西さんは生徒。ＤＶＤの『恋のみそ味』に収録されている。

　　　
ネガティブ・キャプテン

体育館で応援している女子の1人が小西さん。ＤＶＤの『恋のみそ味』に収録されている。

　ドラマティック・デイ

バレンタインデーの日。ホルモンマン遠藤さんの小西さんに対する妄想が止まらない。妄想と違い、実際の小西さんは遠藤さんにはかなり冷たい。

ＤＶＤの『恋のみそ味』に収録されている。

　　　ドラマティック・クリスマス

サンタドレスの小西さんのダンス姿が最高。ホルモンマン（遠藤さん）の妄想の中の小西さんと実際の小西さんの性格が対照的。

ＤＶＤの『恋のしょうゆ味』に収録されている。
　　　ナース寮の夜　七一五
方言バトル。小西さん、鹿児島弁。かなりすっ飛んでいる。それにしても、すごい迫力。松下さん名古屋弁、加藤さん、秋田弁。坂井さんが英語。二〇〇五年元日九十分スペシャルにて。　

　　　キルビル気取り　五八六
キルビル（田中）との熾烈な戦い。中国人役の小西さんのたどたどしい日本語が可愛い。

　　　キープな女　五七一
いくらなんでもひどい男だと思う。小西さん、他では見られない印象になっている。この感じも可愛い。貴重だ。

　　　家族写真　一〇〇四

田中さんの父親（八嶋さん）との想い出。誰もが泣いてしまう。小西さんは出ていない。
ステージママ大奥　六九九
子供をデビューさせるのに必死な母たち。小西さんも母の一人。二〇〇四年十一月十七日放送。
　　　脳天気男　八七五
出た、小西さんの平手打ち！『まさに猟奇的な彼女』のようだ。セリフは『のんちゃんのり弁』を思わせる早口。
　　　上司の告白　八〇二

小西さん髪が少し茶が掛かっている頃の作品。この髪型は二〇〇四年ごろで、ココリコミラクルタイプドラマスペシャルの『二重生活』や、ドラマ・映画『恋愛小説』の頃の雰囲気がある。

部長の離婚の発表を、社員が驚くリアクションの演技を練習する。

バブル時代のアサコちゃん　九〇〇

　

小西さんは、ディスコにいる高ビーな女。もちろん男に貢がせている。
女子アナ大奥　五〇一

　新人アナウンサーの小西さん、ニュースをかんでしまう。「北関東」を「キタカタ」といってしまい、松下さんに「喜多方といえばラーメンでしようが」などと突っ込まれる。
スッチー大奥　五〇二
　松下さんと田中さんの二人の派閥のどちらに属するか、それが問題だ。だが、勝敗は決したようだ。
　　　　男は絶対浮気する？
二〇〇三年八月二十七日放送。投稿番号なし。旦那が浮気している松下さんが小西さんや坂井さんや村上さんの旦那も浮気していると、こじつけて決め付ける。ＤＶＤの『恋のしょうゆ味』に収録されている。
　　　エレベーターの修羅場　八〇〇

エレベーターに次々乗ってくる人々。我慢して苦しむ田中さん。ついにプププのプ。小西さん、やはり髪が少し茶色。

　　　折れないカップル　九四四？
松下さんと田中さんが婚約指輪を買いに来る。小西さんと八嶋さんが宝石店の店員。やがていつもの松下さんと田中さんのバトルが始まり……最後は「乗った！」結局高い指輪を買わされる。ＤＶＤの『恋のとんこつ味』に収録されている。

恋愛マニュアル女　アンナの場合

小西さんは村上さんの同級生。村上さん、最後は投げ飛ばされるが、めげない。
ＤＶＤの『恋のとんこつ味』に収録されている。

初めての彼女　八四一

加藤晴彦さんと坂井さんの主演。小西さんは八嶋さんの彼女役で坂井さんを加藤さんに紹介する役。

この日は、ゲストの実話を紹介する回。この話はフットポール岩尾さんの話。

この時のスタジオの小西さんは、黒のドレス。とても似合っている。

　　　

彼女の素顔　八四八

次長課長の河本さんの実話を基にしたもの。小西さんは出ていない。坂井さんがヤンキーな彼女。

　　　私の王子様　八四九

同じ日のコントで今度は遠藤さんの話。奥さんの千秋さんとの話である。千秋さんもスタジオに登場だ。

　　　ミラクル川柳
このシリーズはたくさんあったが、面白く、かつ示唆に富んでいる。

　　　ミラクルダイアリー

これもシリーズで、コントがたくさんある。

　　　殴られる女

二〇〇六年二月十五日。ドラマスペシャル。『教える女』（松下さん）、『整形した女』（坂井さん）、『殴られる女』（小西さん）、『結婚しない女』の三本。どれも面白かった。
　　　二重生活（ダブルライフ）
スペシャルドラマ。ＤＶＤの『恋のとんこつ味』にも収録されている。小西さんは愛子（坂井さん）の妹の恋子役。ちょっと役作りが、ドラマ・映画『恋愛小説』っぽい感じがした。二〇〇四年一月七日。時期も近い。
　　プライドの高い女（？）

小西さんが空港で田中さんと別れるシーンが印象的だった。田中さんの携帯から流れる、ファイナル・ファンタジーの音楽。小西さんの気持ちが痛いほど伝わってくるシーンだった。空港での別れの場面と言うと、竹内まりやさんの『毎日がスペシャル』のプロモーションビデオでの空港の別れのシーンが思い出される。
　　　気まぐれコンセプト

　シリーズ物。食品メーカーのレトルトカレーの製作者との合コンの場面に小西さん登場。

　　　正月スペシャル

　二〇〇三年元日。小西さんは白い着物で登場。おとなしいイメージ。　

ＤＶＤ構成会議

ＤＶＤの『恋のしお味』に収録されている。スタッフに扮したミラクルタイプのメンバーがハチャメチャな会議を行う。小西さんはこの時、余りセリフがない。

ダメ出しスペシャル
　二〇〇三年九月二十七日と、二〇〇四年一月十四日。ミラクル家から。ＤＶＤになっているものと思われる。小西さん、お弁当二つ食べたことがあるらしい。小西さんの「してして」は一月の方か。
　　　
ミラクルタイプさまぁ～ずスペシャルより、
ふたりの恋の物語　七九七

　
　さまぁ～ずの実話を元にしたコント。小西さんは彼女役。三村さん役（遠藤さん）、大竹さん役（田中さん）。

　この日のスタジオの小西さん、ベージュの服、グレイのズボン。隣にリリー・フランキーさん。
　　　二〇〇六年正月「願い事」

着物姿の小西さん、「健康第一」とお願いしてました。表情がとてもいい。
　　　二〇〇七年二月二十一日の回

　速水もこみちさんがゲストの回、教師についての話の中で、小西さんは「海外で生活しているのが長かった先生がいて、コミュニケーションをボディータッチというか、グッド・モーニング、ハグみたいなことをしたがる先生が居て、嫌じゃないですかー」とおっしゃっていた。ショートカットの小西さん、半そでの浅黄色の上着にジーンズ。

　　　　　　徹子の部屋

小児救命の頃で、二〇〇八年十月十七日。三十歳になる直前。
八頭身というのが、黒柳徹子さんにとっての小西さんのまず第一印象であったようだ。

年齢の話、ピラティスの話、旅の話。二〇〇七年初夏に行ったニューヨークの話、オーストラリアに行った話。

芸能界の話。つかこうへい劇団のワークショップの話。
この場で、つかこうへいさんから小西さんへの巻紙のような手紙を黒柳さんが読み上げる。「稽古場での居ずまいの静けさと、出過ぎない芝居が僕はとても好きでした」とのこと。うん、これは何となく分かる。一瞬小西さんの顔が無防備になって、ちょっと二十歳くらいの表情を見たような気がした。
つかさんは今年（二〇一〇年）に亡くなってしまったが、この手紙は小西さんにとって、宝物になっているであろう。
蒲田行進曲と、徹子の部屋での対話からつかこうへいさんがこの劇を考え付いた話。

そして、小児救命の話。

黒柳さん、最後に、

「こうして拝見していると、つくづく貴女かわいいお顔だなって思いましたねえ。つくづくね。子供の顔がそのまま、もうじき三十ってなったんだなって感じでね、すごいかわいいの」

べた褒めであった。　
　
　　　　　

ぐびなま

「お疲れ様、ぐびなま飲も」が決め台詞のアサヒ『ぐびなま』のコマーシャル。ぐびなまは二〇〇六年五月から二〇〇九年二月まで販売された。
　　　　
第一回

小西さんが自己紹介しながら、「応援させていただく事になりました」と言う。六パターンくらいある。「起立、礼！」、「どうしたの？なんか元気ないじゃん」、「お帰りー暑かったでしょ」、「ジャンケンポン」、「買って来て」、「映画見よ」、「早く来ないと飲んじゃうぞ」、「ねえねえ、次の休み、どうしようか。」など。
　　　
見守る小西さん篇
髪の毛を短くする前。つまり二〇〇六年十一月中旬以前。撮影で、真剣にモニターをチェックする小西さん。
正月篇
着物で登場。肉まん編と同日に撮影か。
肉まん篇
ショートカット、あちち、と肉まんを持つ。笑顔がとにかくイイ。
　　　リニューアル篇

二〇〇七年春。まだ髪の毛はショート。

もう飲みました？篇

リニューアル篇と同時に撮影されたのではないだろうか。「新しいぐびなま、もう飲みました？」

六缶パック篇

これもショートカット。二〇〇七年九月十月限定で小西さんの写真の入った六缶パックが販売された。小西さん、撮影終了後、拍手しながら「お疲れ様でした」って挨拶している。これは、モデル時代からずっと変わってないみたい。
　　　
　　　
　　　　ＤＴＩドリームとレインインターネット
二〇〇六年会見で、黒いワンピース、女医姿プラスめがね姿で登場。ＤＴＩにお乗換えということで、駅員さんの制服の様な姿でコマーシャルに出ていた。そして、小西真奈美の日めくりムービー「今日の大丈夫」というものがサイト内にあって、これは二〇〇五年、二日かけて百日分の「大丈夫」を撮影した。「大丈夫」と毛筆で書く場面もある。極めつけは、「もっと甘えていいよ。大丈夫だよ」というやつだろう。他にも、「行ってらっしゃい。今日も一日頑張ってね。大丈夫だよ」「ありがとう。今日の幸せを分けてあげる。だから大丈夫」「逸しよう懸命なその姿、素敵よ。大丈夫」「やりがいあるじゃないですか。大丈夫ですよ」「焦らない焦らない。大丈夫大丈夫」など。
「ハル、クル、サイクル」シリーズもある。
　　　

　　　　　　ＪＲ九州　鹿児島スイッチ　　　　　　　　　
　黒豚横丁「黒田、でかちようが呼んでるぜ」…黒豚横丁。これはちょっと無理があろう。
温泉峠「これっきりにしませんか」…霧島。
温泉岬「イブにすき焼き」…指宿（いぶすき）。

黒豚横丁準備篇「小西さん、きやっとー」。

温泉峠準備篇では、小西さんが洗面桶と手ぬぐいをもって新幹線に乗車。
　　　　　　ＡＭＯ

コンタクトレンズのコマーシャル。あれ、小西さんは視力は良いはずだが……。小西さんがプレゼンをしていて、「それには理由が必要です」といいながら、ホワイトポードにさらさらっと「理由」と書く。
ハウスメイト

熊の目覚まし時計が届く。小西さんが手紙を書く。「心配要らないよ」。髪の毛が長いので、二〇〇六年十一月以前の撮影か？
二〇〇七年の「新しい街篇」では、勿論ショートカットで、見たことのある銭湯やコロッケ屋が出で来る。都電も。どこの町だっけ。

大正製薬アルフェ

二〇〇六年。朝一でミーティング。鉄っつゴー。
鉄分の力篇。「強い印象植え付けたいし、バカンスしなくちゃいけないし、運勢上げなきゃいけないし、気合入れなきゃいけないし、かわいっぷり見せなきゃいけないし、女の子は忙しいんです。ふうー。凛と元気」

カルピス・味の素　ＬａｃＬａｃ
二〇〇九年春。

ＣМ発表会では春らしくピンクのワンピースで登場。一日社長となり、「悠々楽々」と毛筆で書く。かなり上手い。九十点と自己採点されていた。「エレベータで楽々勝」「社長室で楽々勝」の二篇ある。
花王ラビナス

　

　一九九九年。小西さん二十歳。知っているのは二篇ある。小西さんともう一人の女優さん（伴都美子さん？）との共演となっている。

一篇は、香港のような街にみえる。プールで泳ぐシーン。
もう一篇は、なんと銭湯に入る小西さんだ。

花王エッセンシャルダメージケア
　
二〇〇二年。髪から輝こう篇、「私も、そろそろ輝こうかな」「輝こう」。
二〇〇三年のフランスへ篇では、フランス語の勉強をし、フランスでケーキ職人を目指す。「もっと輝こう」。
二〇〇三年、湖畔で水を蹴る。
ケンタッキー　四九〇円セット
二〇〇二年夏。花屋さんで小西さんががぶりつく。
野村証券　特定口座

　二〇〇六年。縁側のシーン。髪が長い頃。
野村証券　個人向け国債
　二〇〇六年春篇、二〇〇六年夏篇。この二つは犬に話しかけている。二〇〇六年秋篇、二〇〇七年春篇、二〇〇七年秋篇（髪型ショートカット）。それと、同じくショートカットで京都の天竜寺の辺りの竹薮のような場所で撮影されたものもある。
　　　

　　　　　　　ユーキャン

　このシリーズもたくさんある。二、三十はある。ほとんど観た。
日清フーズ　アルデンティーノ

　二〇〇四年。会社の屋上で読書する小西さん。「ある日、アルデンティーノと恋愛小説」。確かに小西さんと玉木宏さんが主演したドラマ・映画『恋愛小説』もこの頃だ。　
　　　　　　　ＮＥＣ ドコモ

　二〇〇八年。ＮＥＣの機種でＮ七〇六ｉｅのコマーシャル。小西さんが白いワンピースで床に膝をついたり、寝そべったりする。発売会見では、真っ青なドレスを着ていらっしゃった。
　　　　　　　ジャストシステム

　一太郎のコマーシャル。企業の会議室でのコニタン。

重役「このドキュメント、一人で？」

コニタン「実は彼が……」
　横目使いの表情が初々しい。清楚なイメージ、こんなところからも伝わってくる。
　二〇〇二年。

　　　　　　　木下工務店

　二〇〇九年の『のんちゃんのり弁』とタイアップしたものと、タイアップしていない、ニューヨークで撮影したらしい、髪形が真ん中から分けているものとある。こちらは二〇一〇年のものだろうか。今までにない印象である。衣装がちょっと変わっている。
　二〇一〇年十一月、テレビでよく見かけるようになった。

　　　　　　　東京ガス「ピピッとコンロ」

　二〇一〇年十月二十三日から「知りたい篇」、十一月六日から「消える篇」が始まる。筆者は十月二十五日に、山手線の中で流れているのに気がつきびっくりした。全然知らなかったのだ。オレンジデイズのように、妻夫木聡さんと小西真奈美さんが共演している。小西さんが手を妻夫木さんの手に重ねて、「私の事も、まだ知らないでしょ。知りたい？」だって。こんなの放送していいのかっ。クーッ！
　十一月六日、東京ガスのインターネットサイトに『東京ガス・ストーリー』というページがあり、小西さんと東幹久さんがコントを繰り広げているのを発見した。面白い。かなりいいぞ。とぼけた感じの、小西さんの魅力の一面も良く出ている。

　　　　　　　二〇〇九年　ビューティーウィークアワード授賞式

福田沙紀、ベッキーとともに受賞。九月四日、くしの日。小西さんは、インタビューアーに、好みの男性のタイプの髪形について聞かれ、似合っていればどんな髪形でも良いと答えていらっしゃった。
　　
【終わり】
（執筆自二〇一〇年九月二十九日　至十一月十八日）
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